
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きときと１ねんせい 
 ～４つのちょうせん～ 

がっこうでのべんきょうのきほんは、じぶんのことをじ

ぶんですること。ようちえんやほいくしょでもやってきた

よね。 

きょうは、がっこうのおねえさん、おにいさんがいつも

やっている、４つのことにちょうせんしてみよう！ 

その１ らんどせるのじゅんび 
 ・らんどせるに、きょうかしょ、れんらくちょう、ふでばこ、

したじきをいれてみよう。 

 ・らんどせるのふたをしめて、じぶんでかついでみよう。 

その２ たいそうふくたたみ 
 ・ぬいだものはしっかりたたむよ。じゅんばんどおりたたん

でみてね。（もっとよいたたみかたがあったら、くふうし

てみよう） 

①ふくをていねいにひろげます。

 

 

 

 

 

ふくの 

たたみかた 

（れい） 

②みぎがわとひだりがわをあわ

せます。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その３ げんきにあいさつ 
「◯◯せんせい おはようございます」（せんせいのなまえは？） 

「◯◯さん おはよう」「◯◯くん おはよう」 

（ともだちのなまえをいれて、あいさつしてみよう） 

（かぞくにも、げんきなあいさつをつづけてね） 

③そでをうちがわにたたみます。 

 
 

 

 
①ずぼんをひろげます。 

 

③はんぶんにおります。 

 

②みぎがわとひだりがわをあわ

せます。 

 

④はんぶんにします。 

 
 

 

 

ふくとかさねると、できあがり 

 

ずぼんの 

たたみかた

（れい） 

うまくいったかな。

もっとよいほうほう

がないか、くふうし

てみよう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４つのちょうせん どうだったかな？ じぶんでできるようになったら、もっ

とやりやすいようにくふうしてみよう！ 

  

 

 

 

 

たとえば・・・ 

・らんどせるには、どんなじゅんばんでいれたらいいかな。 

・ぼくは、ひだりてがうえのほうが、しぼりやすいよ。 

・ふくは、りょうわきをおったほうが かっこよくたためるな。 

① ぬれたぞうきん（ふきん）の

はしをもってひっぱり、ほそ

ながくします。 

 

③みぎてとひだりてを ぎゃく

のほうこうへひねるようにし

ます。 

 

④みずがでなくなるまで、なん

どもしぼりましょう。 

ひろげてかわかします。 

 

②はんぶんにおります。 

 

 
 

 

 

その４ ぞうきん（ふきん）しぼり 
 ・きゅうしょくやそうじのときに、ぞうきんやふきんをしぼ

るよ。しずくがおちないように、しっかりしぼろう。 

ぞうきんや

ふきんの 

しぼりかた 


